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日本道徳教育学会第９４回（令和元年度秋季）大会 

                                自由研究発表資料  

 

道徳教育全国調査の実施（2019.3）と結果分析（１） 
―統計的分析― 

 
                        ◯押谷由夫(武庫川女子大学大学院・教授) 

◯木崎ちのぶ(武庫川女子大学大学院・院生) 

◯谷山優子(武庫川女子大学大学院・院生) 

矢作信行(武庫川女子大学大学院・院生) 

齋藤道子(武庫川女子大学大学院・院生) 

小山久子（大阪芸術大学・特任教授） 

醍醐身奈（目白大学・専任講師） 

 

１．研究の動機 

文部科学省は、新教育課程に先駆け、道徳教育の抜本的改善・充実に取り組んでいる。その中核に

「特別の教科 道徳」の設置があり、小学校では昨年度から、中学校では今年度から全面実施されてい

る。学校現場では、その対応に様々に取り組んでいるが、このような道徳教育改革にどのような意識を

もっているのだろうか。行政的取組みは、学校現場に強制されるという意識をもたれがちである。どの

ような行政的取組みでも、学校教育をより充実させるためのものであり、そのことにかかわって慎重

に検討して決定される。しかし、どれだけ慎重に検討されたものであっても、それを実行する側の捉え

方が、やらされるといった受動的認識であれば、効果は期待できない。 

そこで、新しい道徳教育への移行期にあるこの時期に、学校現場の教師の意見や具体的取組につい

て調査し、教師がその意義を理解し、各学校が主体的に取り組み、意図される効果を上げられるように

するための対策を行うことが求められる。 

 

２．本研究の目的と方法 

本研究チームでは、小学校、中学校で「特別の教科 道徳」の設置が決定し、小学校で全面実施に入

る前の 2018 年 3 月時点において、学校現場の状況を把握すべく、第１次の全国調査を行い、学校現場

の教師の意識と実際の取組み等について分析した。今回は、2019 年 3 月時点において、調査対象を同

じ学校として、どのような取組がなされ、どのような意識の変化や取組の変化が見られるかを明らか

にし分析する。そして、その結果を基に、学校現場の教職員がより主体的、意欲的に道徳教育改善･充

実に取り組んでいただけるようにするための提案を行うことを目的とする。 

 

３．調査の方法 

昨年度行った調査においては、調査対象校の選定は『全国学校総覧 2017 年度』（原書房）より、全

国４７都道府県の全部の小学校・中学校から、およそ 1 割の学校を無作為に抽出し、アンケート用紙

を送付するという方法を取った。今年度も、昨年度対象とした学校をそのまま調査対象校とした。 

発送学校数は、３，３３６校。回収学校数は、１，００４校。回収率は、３０.１％。 

学校種別および地域別のサンプルは表の通りである。 
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４．調査の内容 

 

大きく次のような内容について尋ねている。 

１ 学校教育全体で取り組む道徳教育について 

 ２「特別の教科 道徳」（道徳の時間）の年間指導計画について 

 ３ 道徳の授業について 

 ４ 自分の勤める学校の先生方の道徳教育に対する様子について 

 ５ 回答いただいた教師の道徳教育に関する意識について 

６ 具体的要望について 

７ 自由記述 

（道徳教育の充実に関して、ぜひ伝えたいことや、要望、意見などについて） 

 

（小学校のみ） 

１ 教科書を使うようになって、道徳の授業はしやすくなったか 

２ 教科書を活用した程度について 

３ 「特別の教科 道徳」の評価について 
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５．調査の結果と分析 

 

１．各校の道徳教育への対応 

（１）道徳教育推進教師の特徴 

推進教師は、「ベテラン」と「中堅」の教師が 85%を占める。これは昨年も同様であった。地域別で

は、「北海道・東北」が 92％と高い。「近畿」は若手教師が 19％で、他地域より高い。 

表１ 

 

  

（２）道徳教育を重視している学校の割合 

 学校経営において 9 割の学校が道徳教育を重視しているが、小学校は 95％に対し中学校が 84％と

開きがある。小規模校（「200 人以下」）も大規模校（「701 人以上」）もほぼ同じ 9 割前後であるが、小

規模校の方が重視されている。地域別でみると、「中国・四国」が 95％となり、昨年度の 85％から 10

㌽伸びている。 

表２ 

 

  

（３）道徳教育を推進させるための組織をつくっている割合 

 道徳教育推進のための組織を作っているのは 65％で、昨年度と同様である。大規模校（「701名以上」）

の組織づくりの方が進んでおり、小規模校（「200 人以下」）との差は 21 ㌽となっている。小規模校が、

52％にとどまっているのは、教員が少ないので必然的に学校全体で取り組む体制をとっているとも考

えられる。そうすると、地域別で「北海道・東北」や「中国・四国」での組織づくりが低いのは、小規

模校が多いことが原因とも考えられる。 

表３  
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２．全体計画について 

（１）全体計画に書かれている内容 

「近隣の学校や幼児教育施設との連携」や「道徳教育の研修計画」が道徳教育の全体計画の中に「入

れていない」が全体で 4～5 割ある。これは、昨年度も 4 割くらい「入れていない」と回答があった。

全体計画に書かれていないからやっていないというわけではないと思えるが、特に「道徳の研修計画」

はこれからより重視されるカリキュラムマネジメントの観点からも、早急に作成し全体計画に明記し

実施する必要がある。 

表４ 

 

 

（２）全体計画に書かれている内容の達成度 

全体計画に書かれている内容がそれぞれの教育活動の中でどの程度達成されていると評価できるか

についてみると、「だいたい達成されている」「まあまあ達成されている」の回答が高い。各教科や、特

別活動、総合的な学習の時間などにおける道徳教育も同様に高くなっている 

「あまり達成されていない」の回答で特に課題があるのは、「家庭との連携」と「地域との連携」で

ある。いずれも中学校の方が高く「見直しが必要である」とも回答している。この課題に対してどのよ

うな対応が求められるか。次に表６で確認したい。 

表５ 

研修
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（３）家庭や地域連携の効果 

 家庭や地域との連携についてみていくと、「家庭への学校だよりの配布」が 97％の学校で行っており

92％の学校で効果的と答えている。学校規模による違いはあまり見られない。地域や家庭との連携に

関する取組はほとんどの学校が効果的であったと答えている。「保護者や地域の人たちに協力いただく

授業」は昨年度の 73％から 87％になり 14 ㌽上がっている。道徳授業の地域公開も 86％の学校で取り

組んでおり、75％の学校で効果的であると答えている。 

表６  

 

  

（４）全体計画の変更の度合い（昨年のものに対して） 

 本調査で尋ねているのは 2018 年度の実態であり、「特別の教科 道徳」が小学校で全面実施され、中

学校では来年度からというときである。そこで、今年度の全体計画をどの程度変更したかについて小

学校と中学校を比較してみると、「大幅に変えている」「ある程度変えている」が小学校 67％、中学校

56％であった。小学校では 7 割近い学校が変えているが、中学校も新しい道徳教育に合せて改善を図

っているとみることができる。 

表７  
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（５）全体計画の実施や見直しに関する研修 

「特別の教科 道徳」が小学校で全面実施され、中学校では来年度からという状況の中で、道徳教育

の全体計画の実施や見直しの研修の状況について小学校と中学校を比較してみた。「行っていない」が

小学校 15％、中学校 23％であった。中学校は「3～4 回行った」が小学校より多く 20％である。これ

も、中学校が来年度に向けての準備段階として取り組んでいることが分かる。 

表８  

 

 

３．年間指導計画について 
（１）年間指導計画に書いている内容の効果 

年間指導計画に「基本的発問」を書いて効果的であるとしたのは全体的に 74％であった。小学校を

見ると、昨年度は 56％、今年度は 78%で 20 ㌽上がっている。そのほかは、5 ㌽前後の増加である。

ただ、「書いていない」学校が 2 割程度あるのは今後の課題である。板書計画」が昨年度の全体で 24％

であったのが、今年度は 58％になっている。特に小学校で比較すると昨年度の 21％が 63％に伸びて

いる。板書は授業全体を分かりやすく示すことができる。具体的に授業について検討されていると捉

えられる。なお、事前指導や事後指導については書かれていない学校がそれぞれ 31％、24％と多い。
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取り組んでいるところは効果的であると応えた学校が多く今後の課題である。また、「地域との連携」

は昨年度とほぼ同じであるが、更に効果を上げる取組が求められる。「 

表９  

 

 

（２）郷土教材や学校独自教材の活用 

郷土教材や学校独自の教材を「入れていない」とする回答について、小学校で比較してみると、昨年

度は 29％、今年度 32％であった。「１～２教材入れている」を見ると、昨年度 54％、今年度 51％であ

った。「入れていない」のは少し増えたが 3 割の学校が回答している。小学校で教科書が使用されるよ

うになったが、郷土教材や学校独自の教材は、数は減っているが 7 割の学校で使用されている。 

表 10  

 

 

（３）一定期間の道徳授業を振り返る授業の効果 

 昨年度の調査（全体）で、振り返りの時間を「設けている」は 18％であったが、「来年度設けたい」

としたのは 28％であった。今年度、約半数の学校が振り返りの時間を設けて「効果的である」として
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いる。 

表 11 

 

  

（４）重点的に指導した内容の効果 

重点的に指導する内容については、68％が「効果的だった」としている。僅差であるが、小規模校ほ

ど効果を感じている。 

表 12  

 

 

（５）年間指導計画の見直し 

今年度年間計画を見直したかどうかを小中学校で比較してみると、「見直さなかった」のは小学校が

2 割、中学校が 3 割であった。「3 回以上見直した」のは、中学校の方が小学校の 2 倍に当たる 13％で

あった。「特別の教科 道徳」の全面実施に向けて年間指導計画の検討がなされていることがうかがえ

る。 

表 13  
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４．道徳の授業について 

（１）学校全体で道徳授業に取り組める体制について 

 昨年度は、「学校全体で取り組む体制ができているか」の問いに 95％が肯定的に回答していたので、

さらに機能したかを問うたが、肯定的な回答が 8 割であった。「体制ができていない」との回答は小学

校で 1％、中学校で 4％と、ほとんどの学校において、学校全体で体制を作って道徳の授業に取り組ん

でいることがうかがえる。 

表 14  

 

 

（２）学校全体での道徳授業研修 

 学校全体での研修を「行っていない」のは、中学校が小学校の 1.6 倍あるが、全体では 1 割である。

最も多いのは「1~3 回行った」で小・中いずれも 3 分の 2 近くの 66%であった。学期に 1 回あるいは

夏休みに研修を行う学校が一般的かと推測される。昨年度の調査では、「行っていない」が、小学校（7%）、

中学校（19%）、全体（11%）で、全体は今年度と大差ないが、中学校は小学校の 2 倍近くが行ってい

なかった。ちなみに、昨年度「10 回以上行った」のは全体で 5%（小 6%、中 3%）であった。 
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表 15  

 

  

（３）道徳授業についての普段の話し合い 

 今年度の道徳授業の話し合いは、「よく行われている」「ときどき行われている」の合計が 74%（昨

年度は 61%）で、13 ㌽も上昇している。特に、昨年比で、九州・沖縄が 68%から 20 ㌽、北海道が 47%

から 18 ㌽と伸びが非常に大きい。道徳の授業について職員室でも話題になることが多くなっていると

予測できる。 

表 16  

 

  

（４）道徳授業の変化 

全体にわたって、「ほとんど変わらない」としている学校は、3％程度である。全部の項目において

「変わってきている」と感じている学校が半数以上である。子供たちへの対応も変わってきている

（70.4％）し、「授業の評価」は 74％（昨年度 48％）が変わってきており、学校現場の努力がうかがえ

る。「あまり変わっていない」とする項目を見ると事後の指導、事前の指導が高く、47％と 44％である。

小学校と中学校を比較すると、小学校の方が教材の多様性以外の項目はすべて高いし、大きな差も指

摘できる。ここに挙げられている項目は、授業を充実させるためのポイントであり、さらに変化を実感

できるように取り組む必要がある。特に中学校においては、「特別の教科 道徳」の全面実施を控えて

いっそうの対応が求められる。 

表 17  
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（５）道徳ノート、道徳ファイルの効果 

道徳ノートが「効果的であった」としているのが 57％、道徳ファイルが「効果的であった」として

いるのは 63％であった。道徳ノートより、道徳ファイルの方がやや効果的という結果になった。これ

は、独自のプリントを使って授業をし、綴じさせていくという方法を用いている授業が多いからでは

ないだろうか。ファイルさせるだけであると子供の成長を振り返りにくい。ノートだと思考の積み重

ねや発展を自覚できる。両者を併用していく方法も考えられる。評価とも関わるので、継続的に書いて

いき、振り返ることもできるものを工夫したい。一方、「道徳ノートを持たせていない」のは、全体で

38％（中学校が 55％）である。昨年度は、38.3％であった。「道徳ファイルを持たせていない」のは、

全体で 31％、昨年度は 30.5％であった。 

表 18                  表 19  
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（６）道徳授業改革がどのようになされているか 

現在提案されている「登場人物への自我関与が中心の授業」は 93％（昨年は 89％が効果的と回答）、

「問題解決的な授業」は 74％（昨年は 93％が効果的と回答）で、どちらもよく行われている。問題解

決的な授業はやりにくさがあるが、やろうとしていることがわかる。ただ、特活のような授業になりが

ちであるので、研修を積みながら効果的に道徳としてやろうとしているのではないか。それと同様に、

「学級活動との関連を重視した授業」67％、「学級経営との関連を重視した授業」78％も高く、学級づ

くりの基盤になっていることが伺える。「日常生活との関連を重視した授業」も 87％と非常に高い。こ

れは、登場人物への自我関与や日常生活など、自分のこととして考えさせる授業が重視されているか

らだと推測される。「各教科との関連を重視した授業」は「それほど行っていない」が 6 割で、特に教

科担任制である中学校は 7 割である。また、「総合的な学習の時間との関連を重視した授業」について

「それほど行っていない」が 5 割となっている。探究的な課題追究の授業が求められているが、道徳

の授業と響かせて問題（課題）追究的な道徳学習を展開することもできる。「道徳的行為に関する体験

的な授業」も 5 割弱が「それほど行っていない」と答えている。この指導も「学級活動」や日常生活と

響き合わせる方法などが求められる。家庭と連携した授業も今後の課題である。 

表 20  

 

 

（７）多様な教材の活用 

『私たちの道徳』については、教科書がなかった小学校において昨年度調査では 95％が使用されて

いたが今年度は、「よく使った」と「まあまあ使った」をあわせて 62％であった。中学校は昨年度も今

年度もまだ教科書がない状態で、昨年度は 85％、今年度は 80％であった。小学校については、昨年度

の「都道府県や市町村などの開発教材」が 76％、「民間発行の副読本」が 80％、「学校独自開発教材」

が 22％であった。今年度は、教科書に大きく移っていったが、今までの授業の蓄積も大事に活用して

いることがわかる。 
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表 21  

 

 

５．道徳教育に関する先生方の意識 

（１）道徳教育に対する先生方の意識 

 道徳教育、教育の目標、教科、教科の目標、指導法については、理解しているが 9 割である。しか

し、評価についての理解は「あまり思わない」が 25%である。道徳教育や道徳の授業に熱心な教師が

多いかという問いに、「あまり思わない」「ほとんど思わない」が 3 割である。それに関連して、「道徳

の授業を楽しんでいる教師が多い」では、5 割強が「思わない」という回答をしている。道徳というこ

とであまり身構えないで子どもたちの意見を聞くことを楽しみながらやってみることを提案したい。

「道徳教育は自分自身のことであると思っている教師が多い」に対し 63％はそのように意識している。

今後ますます教師の姿勢が問われることから、自分自身の道徳教育でもあるという認識から子どもた

ちと一緒に取り組んでいくという心構えが求められよう。 

表 22  

 

 

（２）教師から見た家庭や地域の人々への意識 

教師から見た家庭や地域の人々の意識について「子どもの道徳教育に熱心な保護者が多い」では「そ
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う思わない」という回答が 62％（特に中学校は 7 割を超える）あるが、これは昨年度 56％（小学校

53％、中学校 61％）と比べると若干低くなっている。家庭では、いろんな考えの保護者によって育て

られているが、道徳教育は、みんなと仲良くやっていく、よりよい社会を築いていくということが根本

にあるので、家庭でもしっかりやってほしいと期待したい気持ちが教師にはあるだろう。「地域の人た

ちの協力が得られている」や「保護者の協力が得られている」について５～６割である。更なる対応が

求められる。そのためには、地域や保護者と情報交換を更に密にしていくことが考えられる。その際、

子どもの道徳の評価（子供のよさや子どもの心の成長）を情報交換のツールとしてはどうだろうか。 

表 23  

 

  

（３）教師の道徳教育に対する意識 

道徳教育に関する教師の意識は、ほぼ昨年度と同様であった。特に高いのが「道徳の授業を積み重ね

ていけば子どもたちの道徳性は高められる」で 9 割を超えるのも昨年度同様であった。いじめの抑止

に関しては、昨年度は 89％、今年度 85％が肯定的であった。回答者に注目して分析した結果、特に教

頭（副校長）88％、教務主任（研究主任）89％と高い。道徳教育と体力との関連について 5 割以上が

「そう思わない」と回答している。学力とは関連し、体力とは関連しにくいと考えがちであるが、より

よく生きるためには体を鍛え健康であることも重要である。道徳の授業を年間 40 時間するというのは

否定的意見が圧倒的に多い。深まりのある 2 時間続きの授業などが柔軟に指導できるというメリット

があるが、学校現場では 35 時間をこなすだけで精一杯であるといった実態も想像できる。また教員養

成の時点から道徳教育を充実した方がよいと 6 割が考えている。道徳の時間が「特別の教科 道徳」に

なったことを過半数の約 6 割が肯定的に捉えている。昨年と比較して 2％ほど増えている。推進教師

と教務主任・研究主任とを比較すると 8 ㌽教務主任・研究主任の方が高い。「特別の教科 道徳」の充

実のためにも特に管理職及び道徳教育推進教師が「特別の教科 道徳」を肯定的に捉えられるような

取組と成果が求められる。 

表 24 
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（４）道徳教育に対する要望 

これからの道徳教育に対して、道徳教育や「特別の教科 道徳」の授業の進め方についての資料が欲

しいという要望が高い。これらについては、次の自由記述の内容分析で細かく見ていきたい。 

表 25  
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６．教科書を使った授業について（小学校のみ） 

 

（１）授業のしやすさ 

今年度、小学校において教科書が使用されたので、新たに「教科書を使った授業のしやすさ」の質問

項目を設けた。肯定的な回答が 71％であった。今までも副読本や文部科学省の『私たちの道徳』など

を使用している学校も多くあったが、45％が「とてもしやすくなった」と答えている。 

表 26  

 

  

（２）教科書の活用状況 

教科書の活用状況は、「そのまま活用した」のは「教材」や「ねらい」が多く、「主題配列」や「授業

の進め方」、「重点指導」は 5 割以上「ある程度変えた」り「だいぶん変えた」りしている。これは、教

科書の教材やねらいは教科書に従うが、指導の時期や、重点的に指導する内容や実際の授業展開にお

いては、学校の実態や子どもの実態等によって柔軟に対応しているというように捉えられる。 

表 27  
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（３）「特別の教科 道徳」の評価に時期について 

 新設の「特別の教科 道徳」であるが、評価の時期は「各学期」ごとに行っている学校が半数である。

「特別の教科 道徳」が小学校で全面実施されて初めての年であり、教員間や保護者の理解をもとに

慎重に進められている実態も想像できる。ただ、通知票を毎学期出している場合は、そこに「特別の教

科 道徳」の評価も書くべきである。道徳の評価は、よりよく生きようとする心に関わって成長してい

る一人一人の「よいところ」を見取り、勇気づける記述をするものであることから、学期ごとに評価す

ることが求められる。 

表 28  

 

  

 

７．教師の道徳教育に対する意識の傾向性（因子分析による検討） 

 

教師の道徳教育に対する意識（表 24）について、因子分析による検討を行った。回答している教員が 12 項

目の意見についてどう思うか、主因子法による因子分析を行った。４因子構造が妥当であると考えられ、主因

子法・Promax回転による因子分析を行った。明確な４つの因子が得られた。累積寄与率は、38.89であった。 

取り出した４因子について、次のように解釈された。 

第１因子は、「道徳教育を充実させることで、地域との連携が深まる。家庭との連携が深まる」と考えていること

から、「連携因子」とした。 

第 2因子は、「道徳教育を充実させれば、学校教育を高めたり育むことができる」と考えているため、「道徳教育

有効性因子」とした。 

第 3因子は、「教員養成において、もっと道徳教育の単位をとれるようにして充実を図るべきだ」「道徳の時間が

『特別の教科 道徳』になったことに賛成である」と考えていることから、「制度化充実因子」とした。 
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第４因子は、「道徳教育を積み重ねていけば、道徳性が高められる。いじめ行動が改善される」と考えているこ

とから、「道徳性向上因子」とした。 

 これら４つの因子が、教師の道徳教育に対する意識の傾向性の背景にあることが明らかになった。 

 

表 29  

教員意識尺度の因子分析結果（Promax 回転後の因子パターン） 

  因子 

  Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 

9．道徳教育を充実させることで、地域との連携が深まる .871 .002 -.011 -.041 

8．道徳教育を充実させることで、家庭との連携が深まる .860 -.028 -.001 .059 

6．体力の育成は、道徳教育を充実させることで高められる .058 .724 .067 -.147 

5．学力の育成は、道徳教育を充実させることで高められる -.001 .617 .113 .043 

4．どのような子どもたちも、学校に来ればしっかりと成長できる -.028 .420 -.109 .105 

3．道徳教育は、他律的な道徳性の育成が根幹にあって、自律的な道徳性

がはぐくまれる 
-.057 .385 -.115 .202 

2．教師は、自分の生き方を子どもたちにもっと話すべきだ -.021 .301 .017 .149 

11．教員養成において、もっと道徳教育の単位をとれるようにし充実を 

図るべきだ 
-.050 -.081 .734 -.017 

12．道徳の時間が「特別の教科 道徳」になったことに賛成である .014 -.048 .502 .202 

10．「特別の教科 道徳」の授業時数を 40 時間くらいにすると、もっと

多様な授業ができる 
.046 .084 .393 -.085 

1．道徳の授業を積み重ねていけば、子どもたちの道徳性は高められる -.048 .099 -.004 .516 

7．いじめなどの子どもたちの問題行動は、道徳教育を充実させることで

ある程度改善される 
.127 .083 .026 .484 

因子抽出法: 主因子法 

回転法: Kaiser の正規化を伴うプロマックス法 a 

a 5 回の反復で回転が収束しました。 

 


